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Abstract This paper is a biographical study of Charlotte Guest who is mainly known as the translator 

of Mabinogjon， a collection of Welsh medievallegends. Her translation of Mabjnogjon into English was 

so great that her achievements in other fields are sometimes overlooked. She was a farsighted 

educator at Dowlais school and made many educational contributions to Wales. After her husband' s 

death she played an important role as the leader of Dowlais ironworks in the difficult days of the iron 

industry. After she remarried Charles Schreiber， they traveled extensively and collected old English 

china， fans and playing cards. Those collections are now housed at the British Museum and the 

Victoria and Albert Museum in London. If we only think of her as a translator， it can be said that we 

cannot evaluate her highly enough. 

シャーロット・ゲスト (CharlotteElizabeth Guest， 

1812-1895)は、中世ウエールズの物語や伝説を今に伝え

る『マピノギオン~ (The Mabinogion)の翻訳者として、

文学史上にその名を残している。『マビノギオン』と言え

ばシャーロット・ゲストを連想するほど彼女は有名だが、

しかし彼女はそれ以外にも多彩な顔をもっていた。ウエ

ールズの製鉄王と結婚した彼女は、夫の製鉄所や鉱山で

働く労働者およびその子弟の教育につくした。また夫の

死後は経営者としてその才能を発揮し、労働争議が多発

するなか、労働者の信頼を得、当時製鉄業界が置かれて

いた厳しい経済環境を乗り切った実業家でもあった。再

婚後は夫とともに世界の各地を旅行して陶器やトランプ

や扇を蒐集し、それらに関する書物を著した。さらに彼

女は弱者救済に尽力した慈善家としても知られている人

物なのである。

生い立ち

シャーロットは 1812年に第9代リンジー伯爵アルパー

マール・パーティ (A1 b e r m a r 1 e B e r t i e， 1 744 -1 81 8)と彼

の2番目の妻シャーロット・スザンナ・エリザベスの聞

に生まれた。シャーロットが6歳のとき、元将軍でスタ

ムフォード選出の国会議員であった 74歳の父が死去し

た。その 3年後、母は 31歳の聖職者である従兄弟と再婚

したが、これは母にもシャーロットにも、決して好まし

いものではなかった。新しい父の性格には少し問題があ
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った。彼は酒好きで、おまけに酒癖が悪く、怒りにまか

せ、召使い全員を解雇したこともあった。また清教徒革

命時の壬党派の指揮官を出したリンジー伯爵家の家系と

新しい夫の家系は、あまりにも身分が違いすぎた。これ

は、リンジー伯爵の血を引くシャーロットは王の舞踏会

に招待されても、継父との聞に生まれた異父妹は決して

招待されないという形で現れた。妹らは単なる聖職者の

娘であったからである。このような問題を抱えたためで

あろうか、リンジー伯爵夫人であったころの快活で溌刺

とした母も、再婚後は病気がちになり、引きこもること

が多くなった。そのため、シャーロットは必要に迫られ、

母の代理として客をもてなし、他家を訪問するようにな

った。

シャーロットは幼いころから人一倍好奇心が強く、ま

た勉強好きであった。しかし、継父は女性には学問はい

らないという旧来の考えの持ち主であったので、シャー

ロットはそのような継父を好きになれるはずがなかった。

また一方、自分の能力と才能を犠牲にし、 2人の夫と子

供、そして家庭に対し献身的な努力を払い、ついには消

耗していった母親の生き方には、やりきれぬ感情を抱い

ていた。シャーロットは母とは違う生き方を求めたロ

自宅のあるリンカーンシャーの社交界も、ロンドンや

ブライトンの社交界もあまり好きにはなれず、ダンスの

レッスンにも身が入らなかった。しかしシャーロットが、

ただひとつ、社会に対し目を向けたのは、政治の分野で

あった。彼女は新聞を通して当時の社会状況や政治に関

する事柄を良く知っていた。最初、彼女は典型的な貴族

の娘らしく、保守的なトーリーの立場をとっていた。し

かし 1830年にイングランド南部で起きたスウイング暴

動と呼ばれる農民の脱穀機打ち壊し暴動に対しては農民

に同情し、さらに選挙法改正問題ではトーリーの主張に

大いなる反発を覚え、やがてホイッグ的な政治スタンス

をとるようになり、これは終世変わることがなかった。

シャーロトの知的探求心は、彼女の家庭教師がついて

いけなくなるほどであった。そこでシャーロットは独学

でフランス語やイタリア語を学び、弟の家庭教師フレデ

リック・マーティンとともにギリシア語、ラテン語、ヘ

ブライ語、ペルシャ語を学んだ。また考古学や歴史や文

学に親しむようになった。やがて彼女は、このケンブリ

ッジ大学出身の家庭教師マーティンに好意を寄せるよう

になる。しかし家族や親威、とくに継父は彼との結婚を

許さなかった。そればかりか、こともあろうに六七歳の

男の 3度目の妻となるように勧める始末であった。また

シャーロットは、彼女が「かわいそうな弟」と呼んだ第

10代リンジー伯の結婚に絡む陰謀を未然に防ぐなど、家

族問題に賢明に対処したが、最後には疲れ果て、家を離

れてロンドンで暮らすことを決意した。 1833年4月 30

日、彼女はついに家を出た。 21歳の誕生日を迎える数週

間前であった。

ロンドンに出て来たシャーロットは、 5月 18日にス

カイズ夫人に招かれオペラに行くが、そこで後に首相と

なるディズレイリー (Benjarnin Disrael i， 1804-81)を紹

介された。二人の交際がはじまった。彼女はディズレイ

リーに大いに魅了され、結婚の瀬戸際まで漕ぎ着けたの

だが、そこで交際は終わる。ディズレイリーが紹介者ス

カイズ夫人と情事を重ねていたのであった。

一方シャーロットは、ディズレイリーと会ってから 2

ヶ月後の 7月 17日、ロンドンのあるディナーパーティー

で、未来の夫となるジョサイア・ジョン・ゲスト(Jos i ah 

John Guest， 1785-1852)を紹介された。彼は南ウエール

ズの製鉄業者で、選挙法改正後の初代マーサー・ティド

ヴィル選出国会議員としてそのとき、ロンドンに滞在し

ていた。二人をひきあわせたのは、ゲストの共同経営者

ウインダム・ルイスの妻であった。世間は狭いというか、

それとも当時のイギリスの社交界が狭かったのか、ウィ

ンダム・ルイス夫人は夫の死後、シャーロットの交際相

手であったディズレイリーと結婚することになる。さら

にディズレイリ一夫人となったこの女性は、後年、シャ

ーロットの長男イヴオールに将来の妻コーネリア・チャ

ーチルを紹介し、またディズレイリー自身もイヴオール

を貴族に叙する推薦者となった。ゲスト家とディズレイ

リ一夫妻は因縁浅からぬものがあった。それはともあれ、

二人は出会ってから 2ヶ月も経たないうちに結婚した 0

48歳のゲストは再婚であり、シャーロットとは 27歳の

年齢差があった。

製鉄の町マーサー・ティドヴィル

シャーロットの夫ジョサイア・ジョン・ゲストは南ウ

エールズのマーサー・ティドヴィルで製鉄業を営むゲス

ト家の 3代目の当主であった。彼の祖父ジョン・ゲスト

(John Gues 1， 1722-85)はもともとビール醸造業者であり、

また石炭商であったが、 1759年に故郷のイングランドの

シュロプシャーから南ウエールズのマーサーに製鉄所を

立ち上げるためにやって来た。苦労の甲斐あって、 1767

年にはドウライスの小さな製鉄所の経営者となった。息

子トマスは 1785年に経営を引き継ぎ、その製鉄所を近代
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化し、 19世紀初頭にはゲスト家のドウライス製鉄所は、

ホムフレイスのペナダレン製鉄所と、クロシェーのカヴ

アルスヴァ製鉄所に続く大製鉄所となった。 3代目のジ

ョサイア・ジョン・ゲストは、 ドウライス製鉄所の基礎

を築いた祖父が亡くなった 9ヶ月後に生まれ、ブリッジ

ノースとモンマスのグラマースクールで教育を受けた。

ジエントリではなかったため大学教育を受けることはで

きなかったが、製鉄業や化学や工業の知識に通暁してい

た彼は、マーサーで第 3位であったドウライス製鉄所を

業界のトップ企業に成長させた。 2代目の父が死んだ

1807年の時点で、彼の企業所有権はわずか 16分の lに

すぎなかったが、 1815年には 16分の 8を有し、 1849年

までには、彼はそのすべてを取得して、ただひとりのオ

ーナーマネジャーとなった。

前述したように、ゲストの製鉄所はマーサーのドウラ

イスにあった。祖父のジョンがやってきた当時、その地

域にはマーサー・ティドヴィルと呼ばれる小村落がある

だけで、周囲には広大な森林と、水力を供給するドウラ

イス川があった。またその近くには石炭と鉄鉱石を産出

する地域があり、製鉄業にはうってつけの場所であった。

マーサーでの製鉄業が莫大な利益を生むことがわかると、

イングランドから資本家が押し寄せ、マーサーはウエー

ルズにおける製鉄業の中心地となった。

労働者は隣接するウエールズ郡部からやって来た。や

がてマーサー・ティドヴィルの村はどんどんと膨張し、

人口 7000人以上が住む、汚く不衛生な人口過密の町とな

った。マーサーの人口は 1861年には 5万人に達した。そ

の7年前の 1854年に、ウエールズを徒歩旅行したジョー

ジ・ボローがマーサーを訪れている。彼は不潔なぬかる

みを通り抜け、橋を渡り、町のなかに入った。その町の

街路は汚く、複雑に入り組んでいた。彼は翌日カヴアル

スヴァの製鉄所を見学した後でマーサーの町を見物し、

次のように記している。

is an edifice at the foot of a mountain， half-way up 

the side of which is a blasted forest and on the top 

an enormous crag. A truly wonderfuI edifice it is， 

such as Bos [sicJ would have imagined had he wanted 

to paint the palace of Satan. There i t stands: a house 

of reddish brick wi th a sIate roof-four horrid black 

towers behind， two of them belching forth smoke and 

flame from their tops-holes Iike pigeon-holes here 

and there-two immense whi te chimneys s tanding by 

themselves. What edifice can that be of such strange 

mad detaiIs? 1 ought to have put that question to 

someone in Tydvi 1， but did not， thought 1 stood staring 

at the diabolicaI structure wi th my mouth open. It is 

of no use putting the question to myself here. I 

ここにはロマンティックなウエールズはもはやない。

ボローが呆然として立ちつくしたのも領ける。ところで

当時、マーサーにはカヴアルスヴァ製鉄所の所有者ウィ

リアム・クロシェ-2世 (William Crawshay 11， 

1788-1867)がいた。彼は、もしフランス革命時に生まれ

ていれば、猟銃で逃げていく王の尻に弾丸を浴びせてや

ったのに、と言ったという言葉に表れているように、大

変な急進主義者であった。 1810年に企業を引き継ぐと、

彼は会社の金 3万ポンドを使い、中世趣味の城カヴアル

スヴァ城を建てるなどの浪費をした人物でもある。シャ

ーロットは彼の性格を"vo 1 a t i 1 e" 2と評したように、彼

は決して紳士と呼べるような人間ではなかった。

そのウィリアム・クロシェー 2世のカヴアルスヴァ製

鉄所で、 1831年に大幅な賃金カットが行われた。 6月2

日に選挙法改正問題で先鋭化していたカヴアルスヴァの

労働者を中心に、何千人もの人々が抗議の大集会を開い

た。仔牛の血で染めた赤旗を先頭にデモ行進が行われ、

それが暴動に発展した。群衆は鎮圧に来た正規軍と正面

衝突し、少なくとも 24人以上の死者と 70人以上の負傷

The town is large and populous. The inhabi tants for 者が出たが、軍隊を追い返すことに成功した。それから

the most part are Welsh， and Welsh is the Ianguage 4日間、マーサーは 300人から 400人の武装した労働者

generally spoken， though all have some knowledge of に支配された。しかし新たに 800人の兵士が投入され、

Engl i sh. The Houses are in General low and mean， and このマーサーの暴動は鎮圧された。その後に処罰が続い

built of ro臼ghgrey stone. Merthyr， however， can た。 28名が暴動の罪で裁判にかけられた。少数の者が投

show several remarkable edifices though of a gIoomy 獄され、 4名が流刑となった。そしてディック・ペンデ

horrid Satanic character. There is the hall of the リン (Dic Penderyn)ことリチヤード・ルイス (Richar d 

Iron， wi th i ts arches， from whence proceeds Lewis， 1807-31)ひとりだけが、見せしめのためにカーデ

incessantlya thundering noise of hammers. Then there ィフで処刑された。これがウエールズ労働史上有名なマ
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ーサー暴動の顛末である。

シャーロットがその鉄の町にやってきたのは、このマ

ーサー暴動の 2年後のことであった。マーサーはウエー

ルズにおける製鉄業の一大中心地であり、また産業革命

の拠点のひとつでもあった。しかしロンドンの上流階級

から見ると、巨大な富を生み出すウエールズの製鉄業者

といえども、成り上がり者で、いかがわしい人種にすぎ

なかった。またマーサーは先にも述べたように治安や政

情の不安定な地域で、貴婦人が嫁ぎ、移り住む場所とは

考えられなかった。したがってマーサーへと嫁いできた

ということは、彼女が階級の枠を超え、さらにウエール

ズという「異国」で新たな生活に入ったことを意味した。

1833年、 2人はドウライス製鉄所のすぐ近くにあるゲ

スト家の邸宅ドウライス・ハウスで生活をはじめた。そ

こでの生活は多岐に渡り、彼女にとって充実したもので

あり、旧来の階級的枠組みのなかでは、決して味わえな

いものであった。シャーロットはジョンの秘書として働

きながら家業である製鉄業について学んだ。また、当時

の最新技術であった溶鉱炉への熱風送風に関するフラン

ス語のパンフレットを英語に翻訳し、匿名で出版するな

ど、自分の才能を十分に発揮しながら、水を得た魚のよ

うに、生き生きと事に当たった。

彼女はまた夫の選挙運動にも携わった。ジョンの選挙

区は山の尾根をまたいでマーサー・ティドヴィルとアパ

デアに広がっていたが、彼女はウエールズ、語を学び、直

接地元の有権者に会い、夫の政治的立場をウエールズ語

で訴えた。また夫の代わりに有権者に説得の手紙を書い

たりもした。これらの活動は大成功を収めた。

ゲスト家の一員としての仕事の他にも、シャーロット

はウエールズ文化の保存のために尽力し、中世の吟唱詩

人の大会を復活させた新しいウエールズの祭典としての

アイステッズヴォッドを支援した。この祭典はウエール

ズ人のナショナリズムを鼓舞し、彼らに自らの言語や文

化への誇りを持たせた。またいわゆるウエールズ民族衣

装なるものを「創作j したということで有名なシャノー

ヴェル夫人ことオーガスタ・ホールと連携し、 1833年 11

月 22 日にアベゲヴェニー・ウエールズ学者協会 (The

Sociely of Welsh Scholars of Abergavenny)を設立した。

この協会は一般の学校や日曜学校でのウエールズ語教育

を促進し、ウエールズ人の子供には伝統的なウエールズ

語の名前を付けること、また毎年開かれるアイステッズ

ヴォッドで、ウエールズ、語の詩、散文、歌、ハープ演奏

の競技会を開くことを提唱した。

『マピノギオン』の翻訳

しかしなんといっても、シャーロット・ゲストの最大

の功績は、中世ウエールズに語り継がれた伝説や物語を

集大成した散文物語集『マビノギオン』を英語に翻訳し

たことであろう。これによりシャーロット・ゲストは、

ウエールズ、史の片隅の一製鉄業者の妻から、イギリス文

学史上、さらにはヨーロッパ文学史上における、偉大な

翻訳者のひとりとなったのである。それほどまでに彼女

の『マビノギオン』の翻訳は文学史上画期的な出来事で

あった。

シャーロットがウエールズ語を学びはじめたのは

1833年8月 15日にドウライス・ハウスに転居してから

まもなくのことであった。 8月 21日には教区司祭のエヴ

ァン・ジェンキンズと会い、早くもその 2日後には彼か

らウエールズ、語のレッスンを受けている。 9月 27日には

聖書の「マタイ伝」の一部をウエールズ語から英語に翻

訳しようとしたことからもわかるように、彼女のウエー

ルズ語学習は順調に進んだ。

一方、 1836年にはウエールズ語の古写本の出版を目的

とするウエールズ、写本協会が発足した。同協会はその初

仕事として、ウエールズ語の原文にその英訳をつけた中

世ウエールズ物語集を出版することを決定した。これが

後世『マピノギオン』として知られるものとなる。この

『マビノギオン』の原本『ヘルゲストの赤い本~ (L]y!r 

Coch Herges t)はヘレフォードシャーのヘルゲスト家が

所有していた古写本で、赤い革で装丁されていたのでこ

の名があるのだが、この写本は 1701年にオックスフォー

ド大学ジーザス・カレッジに寄贈された。 3 ウエールズ

写本協会にとって幸いなことに、ウエールズの古写本の

蒐集で有名であったモンマスシャーのボサンケット

(BosanQuel)家が『ヘルゲストの赤い本』をさらに筆写し

たものを所有していたことであった。 1836年 11月初日、

同協会は出版のため、その写本を借りる許可をボザンケ

ット家から得ることに成功した。このようにして『マビ

ノギオン』出版の条件は整ったのである。

『オックスフォード版ウエールズ文学事典~ (Ox!ord 

Companion to the Li terature o! Wa1es)が「ウエールズ

人がヨーロッパ文学になした偉大な貢献」と賞賛した通

称『マビノギオン』と呼ばれるこの物語集は、長く口承

で伝わってきた個々の物語が、おそらく 11世紀末から

12世紀の初期にかけて文字にされたものである。現存す

るこれらの物語の写本としては、『リゼルフの白い本』

(L1y!r Gwyn Rhydderch)と『ヘルゲストの赤い本』の 2
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つがあるが、前者は 1300年から 1325年頃の写本であり、

後者は 1400年前後のものである。全部で 11あるそれぞ

れの物語の内容は多岐に渡り、ケルト人の神話や、アー

サー王をめぐる最古の物語から、中世宮廷ロマンス風の

物語まである。しかしこの物語群の中核をなすのは、そ

れらのなかでももっとも古い「マビノギの四つの枝J

(Pedair Cainc y Mabinogi)と呼ばれる 4つの物語である。

「マビノギJ(mabinogi)とはウエールズ語で息子を意

味する言葉「マーブJ(mab)から派生したもので、もとも

と少年期とか青年という意味であった。それが次第に「英

雄の少年期の物語」という意味になり、最後には単に「物

語Jを意味するようになった。「マピノギの四つの枝」で

は、タ寺ヴェド国の伝説的英雄プリデリの生涯が、これら

4つの物語を織りなす縦糸として語られる。物語の主題

は、堕落と購罪、忠誠、友情、裏切り、愛、結婚、近親

相姦などであり、舞台はグウィネズやダヴ、エドというウ

エールズに割拠する国々から、ロンドン、アイルランド、

コーンウオール、さらにはこの世ではないあの世とでも

言うべき「異界」にまで広がりを見せている。

第 1 の校の物語である『ダヴ、エドの大公プイス~ (PwyJl 

Pendefig Dy[ed)では、タヴェドの大公プイスがこの世と

は違う世界「異界」で 1年暮らす。この世に戻ったプイ

ス (Pwyll)はリアンノン (Rhiannon)と結婚し、プリデ

リ(Pryderi)が誕生する。プリデリは里子に出されるが、

のちに父の王国を相続し、キグヴァ (Ci gva/Ki cva)と結

婚する。

第 2 の枝『スィールの娘プランウヱン~ (Branwen Ferch 

Lyr)では、スイールの娘プランウェンとアイルランド王

マソルッフ (Mat ho I wch)の不幸な結婚がもたらしたウエ

ールズとアイルランドの戦争が語られる。プリデリはほ

とんど登場しない。ただアイルランドに攻め込み、かろ

うじて生き残った七人のひとりとして名が挙がるのみで

ある。その 7人とプランウェンは、兄でブリテン島の王

であるベンディゲイドプラン (BendigeidVran)の首を携

え、ハルレフに 7年、ペンブロークに 80年間幸せに滞在

し、その後ベンディゲイドプランの遺言通り、ロンドン

にその首を埋葬する。

第 3 の枝『スィールの息子マナウィダン~ (Manawydan 

ab Lyr)では、プリデリの母リアンノン、そして彼の妻の

キグヴァ、そしてブランウェンの兄弟のマナウィダンが、

タゃヴェドの領土を放浪する。プリデリは白い猪を追つで

ある城に入るが、魔法をかけられ、そこに幽閉されてし

まう。この話を聞いたリアノンもプリデリの後を追って

その城に入り捕らわれるが、その後 2人は無事解放され

る。

第 4 の枝『マソヌウイの息子マース~ (Ma th Fab 

Ma thonwy)では、彼はグウィネズのグウィデイオン

(Gwyd i on)に豊穣と不死を象徴する大切な豚を臨し取ら

れる。そしてその豚の奪還をめぐり戦争が起き、プリデ

リはグウィデイオンとの一騎打ちで敗れ、丘に埋葬され

る。その後に、魔法で花から作られた女性ブロダイウェ

ズ(BI odeuwedd)の不義とその結末が語られ、「マピノギの

四つの枝Jは終わる。

シャーロットが翻訳し編纂した『マビノギオン』には、

「マビノギの四つの校」の後に『ヘルゲストの赤い本」

にある 7つの物語が続く。この七つの物語をシャーロッ

トは二つに分類した。第 1のグループはウエールズに伝

わる四つの物語で、はじめの 2つは、ウエールズの民衆

から見たローマ占領期あるいはそれ以前のブリテン島の

ことを語った『マクセン・ウェルデ、イグの夢~ (Breuddwyd 

Macsen) と『スウィドとスウヱヴェリス~ (Lludd a 

Llefelys)である。『マクセン・ウェルディグの夢』のマ

クセンとはマグヌス・マクシムス (Magnus

Maximus， ?-388)という実在のローマの軍人で、ブリタニ

アの司令官であった。史実では、彼は西暦 382年、ロー

マの帝位を要求し、ブリトン人を率い大陸に転戦し、西

部皇帝となるが、 388年にイタリアのアクウィレイアで

皇帝テオドシウスに破れた。しかし彼の伝説はウエール

ズでは族長マクセンとして長く人々の心に残った。その

題名が語るように、この物語は彼の夢のなかに現れた乙

女をめぐる話であるが、同時にそれはなぜウエールズ人

がフランスのブリタニー(ブルターニュ)に住みはじめ

たかという説明にもなっている。

もうひとつの物語『スウィドとスウェヴェリス』は、

プリダイン島(ブリテン島)を襲った 3つの災いをスウィ

ドとスウェヴェリスの兄弟が根絶するという話で、妖精

物語の要素に満ちあふれでいる。 3番目の物語『キルッ

フとオルウェン~ (Culhwch ac 01wen)は、ヨーロッパ文

学における最古のアーサー王物語として有名である。そ

こに描かれているアーサー王は、ノルマン・フランスや

大陸の文化によって洗練される以前の、まさにウエール

ズ人的な人物として描かれている。最初のグループ最後

の物語『ロナブイの夢~ (Breuddwyd Ronabwy)は、ロナブ

イという名の若者が眠りに落ち、アーサー王をはじめと

するブリトン人の英雄たちの栄光の日々を夢に見るとい

う物語である。
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第2のグループは『ウリエンの息子オワインの物語、

あるいは泉の貴婦人~(Owain: Ch附 d1Iarlles YFfynnon)、

『エヴラウクの息子ペレドゥルの物語~ (Ystoria 

Peredur ab Efrawg)、『ヱルビンの息子ゲライントの物語』

(Gereint ab Erbin)から成る。これらはすべてアーサー

王伝説に関するロマンスである。さらにこの後に、シャ

ーロットは『ヘルゲストの赤い本』には収録されておら

ず『マビノギオン』系列の物語でもないが、ウエールズ

では大変有名な物語『タリエシン~(Ta1 iesin)を加えた。

シャーロットは自らの翻訳を出版するにあたり、書名

を『マビノギオン』としたが、この「マビノギオン」

(mabinogion)という命名に関しては、彼女のちょっとし

た誤解があったようである。彼女は書名とするために、

「マビノギJ(mabinogi)に複数形語尾「オンJ(on)を付

けたが、実は「マビノギJ自体が複数形であった。しか

しこの彼女の命名は定着し、今日ではこの中世ウエール

ズ散文物語集は『マビノギオン』として世に知られてい

る。

『マピノギオン』の英訳へ試みは、決してシャーロッ

トが最初ではなかった。彼女より以前に、ウエールズ語

辞書編纂家であり、文法家であったウィリアム・オーエ

ン・ビューが部分的な翻訳をカンブリアン・レジスター

誌(C四 bri an Regi s ter)やカンブリアン・クオータリー誌

(Cambrian Quarter1y)に発表していた。翻訳にあたり、

彼女はオーエン・ビューの編纂したウエールズ、語辞書を

使い、マビノギオン翻訳に取り組んだが、彼の翻訳は参

考にせず、いちからはじめたのであった。

彼女は多くの人々に支援され、励まされ、翻訳を続け

た。そのなかには英国国教会の聖職者トマス・プライス

(Thomas Price:1787-1848)がいた。彼は当時ではもっと

も詳しいと言われる『ウエールズ史~ (Hanes Cymru， 

1836-42)を 1836年から 42年にかけて出版した歴史学者

で、古物研究家でもあった。吟唱詩人名をカルンヒアナ

ウック (Carnhuanawc)といい、ウエールズ、の言語や文化の

擁護者であり、言語学者としても知られていた。また彼

は聖書協会とも密接な関係を持っていた。その上彼は大

変ハンサムで、寛大で、気高く、純真であり、誰からも

愛される人物であった。そのようなわけで、 1833年にア

ベゲヴェニー・ウエールズ学者協会が設立されたとき、

彼に敬意を表すため、会員全員が一致して彼の名を会員

名簿の最初に掲げることに賛成したという。しかし不思

議なことに、ジョージ・ボローは『ワイルド・ウエール

ズ』のなかで、そのような同時代のウエールズの著名人

である彼に言及しなかったばかりか、シャーロットの『マ

ビノギオン』にすら言及していないのである。

『マビノギオン』を翻訳するにあたり最初に選ばれた

話は、『ウリエンの息子オワインの物語、あるいは泉の貴

婦人』であった。この物語はアーサー王物語のひとつと

して良く知られており、他の言語でも数多くの翻訳があ

り、言語的にも「マビノギの四つの枝」よりも易しかっ

た。というわけで、まず手はじめにこの物語が選ばれた

のであった。

1838年の元旦にシャーロットの翻訳作業がはじまっ

た。前述したように、テクストとしては、当時における

最古の写本『ヘルゲストの赤い本』を底本とするボサン

ケット家所蔵の写本が使用された。今日最古の写本とし

て知られている『リゼルフの白い本』は当時まだ発見さ

れていなかったからである。まず吟唱詩人名ヨワン・テ

ギッドとして知られている北ウエールズのパラの聖職者

ジョン・ジョーンズがこの写本の『泉の貴婦人』を読み

やすく筆写し、それをシャーロットの許に送り、彼女が

それを英語に翻訳した。この翻訳は同年2月6日に終了

し、翌日トマス・プライスが彼女を訪問して印刷と出版

の手順について話しあった。そのとき、完成した翻訳を

二人でさらに推敵しているのだが、この手順がそれ以後

の翻訳と出版に至るモデルケースとなった。

シャーロットが『マビノギオン』の翻訳を開始したの

は 1838年で、彼女が 26歳のときであった。それから 11

年後の 1849年にすべての翻訳が完成した。最初に取り組

んだ『泉の貴婦人』の翻訳にシャーロットは約 1ヶ月を

費やしたが、 1月 18日に次男となる 4番目の子マーサー

を出産している。それから 37歳になり翻訳を完成するま

でに第 5子から最後の子供である第 10子まで6人の子

供を産んで、いる。 4このようにこの 11年聞は、翻訳と出

産で心身の安まる暇がなく、とくに妊娠にともなう体調

不良や精神的不安定に悩まされ、ときには精神的欝状態

に襲われた。彼女は日記に、"Everything 1 do now seems 

wrong， 1 can please nobody and 1 have mysel f the 

gnawing thought that 1 can never be useful and that 

every pursui t 1 have most attended to is vain-my time 

has been thrown away and because 1 am a woman there 

is no profitable way of spending that which 

remains." 5 と絶望感を書き記している。しかし彼女は

それらを克服し、この偉大な仕事を成し遂げたのであっ

た。

その『マビノギオン』はウエールズ語のテクストとそ
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の英訳、そして挿絵が付けられ、 1838年から 1849年に

かけ 12の物語が順次出版され、さらに 1849年にはすべ

てが 3巻本として出版された。また 1877年に出版された

『マビノギオン』第二版は、ウエールズ語の本文を省い

た英訳だけの翻訳本となったが、その第 2版の序文で、

詩人テニスンの『国王の牧歌』中のゲライントとエニッ

ドに関わる部分が、彼女の『マビノギオン』を下敷きに

して書かれていることを彼女は世に知らしめたのであっ

た。そのころ彼女はすでにとテニスンは親しい友人関係

にあり、このことをテニスン本人から直接聞いたのであ

った。『国王の牧歌』はヴィクトリア朝を代表するアーサ

ー王物語であり、詩人テニスンを通じて、中世ウエール

ズ文学の魅力の一端が世に伝えられていったのである。

「ゲスト学技Jの教育者

『マビノギオン』の翻訳を終えたシャーロットが次に

取り組んだのが教育問題であった。彼女がドウライスに

やって来たときには、もう既に通称「ゲスト学校」とよ

ばれる学校があり、ゲスト家の製鉄所や鉱山で働く労働

者の子弟がそこで学んでいた。彼女は「ゲスト学校」に

おける教育水準向上のための改革に着手したロ

当時、学校といえば、まず教育の 2大勢力であった英

国国教会により設立された国民協会(ナショナル・ソサ

エティ)の学校と、非国教徒の英国内外協会(ブリティ

ッシュ・ソサエティ)により作られた学校があった。ま

たその他には、デイム・スクールと呼ばれる私塾や、「ゲ

スト学校j に代表されるような企業が従業員の子弟を教

育する目的で設立した企業内学校があった。

ウエールズにおける最初の企業内学校は、モンマスシ

ャーの製鉄業者が一七八四年に開設したものだが、 ドウ

ライスのゲストの製鉄所では、 1820年に学校が設立され

た。夫妻は教育に関心が深く、国内や海外の工場を見学

に行くと、その地の学校や教育制度をつぶさに観察し、

その長所を彼らの学校に反映させた。とくにプロイセン

の進んだ教育制度は、その後のドウライスでの教育改革

に多大の影響を与えることになった。 1839年に 2人は、

当時大変進歩的だといわれたロパート・オーエン (Robert 

Owen， 1771-1858)のニュー・ラナークの学校を視察した

が、 2人ともその学校が特別革新的ではないという印象

を受けたほど、ドウライスの学校は進んでいた。 6

1844年にシャーロットは「ゲスト」学校のさらなる改

革に着手した。当時ウエールズには師範学校がなかった

ので、彼女はロンドンの学校で教員となる教育を受けた

者をゲストの学校の教師として採用するという制度を作

った。また著名な学者を呼び、授業を行ってもらうよう

にもした。大部屋での多人数教育は行なわず、当時のプ

ロイセンの学校がそうであったように、個々の教育目的

にかなった教室が作られた。また他の学校と異なり、プ

ロイセンと同様に、生徒は 14歳になるまで教育を受ける

ことができるようになった。これらの改革の結果、ゲス

トの学校は 19世紀の全イギリスにおける企業設立学校

のなかでもっとも進歩的であるという評判を得るにいた

った。

シャーロットはまた、教育の枠を広げた。 1845年に幼

児学校を作り、 1848年には 16歳以上の女子従業員のた

めにウエールズで初の夜間学校を設立した。ここではウ

エールズの郡部からやって来た字が読めない若い女性た

ちへの特別の配慮が払われた。また男子のための成入学

校も作られた。シャーロット自身もときおりこれらの学

校を廻り、自ら講義を行なった。しかし生徒は彼女の英

語がよくわからなかった。だが彼女は英語のかわりに決

してウエールズ語で生徒に話すことはしなかった。また

彼女自身はウエールズ語や、ウエールズの歴史に興味を

もっていたが、学校ではあえてそれらを教えなかった。

なぜなら彼女は英語とイングランドにまつわる事柄の学

習が、将来的には生徒にとって有利であり、また重要で

あると考えていたからである。

このようなシャーロットの教育方針の背景には、 1847

年に出されたウエールズの教育に関する政府調査報告書

の影響があった。この報告書が作成されるにいたった理

由は、当時ウエールズに頻発していた暴動に端を発して

いた。 1839年 11月4日、南ウエールズのニューポート

でチャーテイスト暴動が起き、ウエストゲイト・ホテル

の前でチャーテイストと軍隊が衝突した。軍隊は群衆に

発砲し、チャーテイスト側に 20人以上の死者が出た。ま

た、 1839年から 1843年にかけて南西ウエールズを中心

に女装した 40人から 200人の集団が有料道路料金徴収所

を打ち壊す暴動が起きた。政府はこのような暴動がウエ

ールズに起きるのはウエールズにおける教育に問題があ

るとし、 1846年に委員会を作り、ニューポート暴動や、

リベカ暴動後のウエールズの教育状況の調査を命じた。

委員会の委員たちは有能ではあったが、非国教徒やウ

エールズにおける労働階級のことは何も知らなかった。

この委員会によりまとめられた報告書が翌年の 1847年

に公表されたが、それはウエールズ人の間では「政府報

告書の裏切り J(Brad y Llyfrau Gleision)と呼ばれた悪
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名高いものであり、その結論は大変な物議を醸し出した。

7 なぜならこの報告書は、ウエールズ人が英語を理解で

きないのは、ウエールズ人の無知に原因があるとし、ウ

エールズにおける諸悪の根元を、ウエールズ語への固執

と、非国教徒の蔓延に求めたからであった。

国教会と非国教徒との問題は別とし、シャーロットは

この政府報告書に大いに触発され、ドウライスの学校の

改革に乗り出した。ウエールズ語しか話さない息子や娘

たちが、将来産業界や一般社会で不利益を被るかもしれ

ないと案じるウエールズ人の親も決して少なくはなかっ

た。民族のアイデンティティとしてのウエールズ語を守

るか、またグローパル化のなかでの英語の重要性を認め、

それを学習するか，という切実な問題がウエールズ人に

突きつけられていたのであった。シャーロットの友人の

シャノーヴェル夫人がウエールズ語とウエールズ文化に

固執したのと対照的に、シャーロットは英語とイギリス

文化を重視した。そこにはシャーロットの時代の先端を

行く産業人としての見解と見識があったのである。

「ウエールズ語範用禁.d:J

ここで 1847年の「政府報告書J以降の教育現場にお

けるウエールズ語の立場について述べておく。その報告

書が偏見に満ちていたにもかかわらず、ウエールズ人の

聞で英語習得の必要性は大いに支持された。非国教徒の

学校であるブリティッシュ・スクールでも英語が重視さ

れた。そのような傾向のなかで、ウエールズの学校から

ウエールズ語を「追放」する動きが生じた。それを象徴

的に表しているのが「ウエールズ語使用禁止J(We 1 sh 

No t)と書かれた板であった。

この「ウエールズ語使用禁止」の板の話は、ウエール

ズの学校教育の不満を述べる際に必ず出てくる事例であ

り、教室でウエールズ語を使った生徒の首に罰として掛

けられたとして、ウエールズ語弾圧の証人のように言わ

れてきた。事実その板を首に掛けられた経験を持つ者の

報告もある。しかし、「ウエールズ語使用禁止Jと書かれ

たこの板は、実際には懲罰として使用された例は少なく、

そもそも懲罰の道具として作られたものではなかった。

むしろ、この板はひとつのシンボルであったというべき

であり、新入生が入学するとき、学校に掲げられた英語

習得への決意を表すスローガンであった色彩が強い。日

したがって、「ウエールズ語使用禁止」という札は、英語

習得へのウエールズ社会の態度表明としての象徴的な意

味をもつものであった。

英語教育をするにしても、それをどのように行なうか

が問題となった。ウエールズ語を一切使わずに、すべて

の科目を外国語である英語で教える直接教授法(ダイレ

クト・メソッド)が英語学習に効果があるのか、それと

もウエールズ語を英語で行われる授業の補助言語として

使用するのが良いのかという議論が生じた。流れは補助

言語として使うという方向になったJ 補助としての位

置づけではあるにしても、ウエールズ語はともかく学校

教育のなかに生き残ったのであった。

このような流れの背景には、 1870年から 1902年にか

けてのウエールズ国民復興があった。その運動を担った

のは、イングランドで大学教育を受けウエールズに戻っ

てきた知識人たちであった。ウエールズに誕生した大学

を中心に、学問の領域ではウエールズ語がその地位を確

立しつつあった。またオックスフォード大学初代ウエー

ルズ語教授でケルト学者として高名なサー・ジョンーリ

ース(JohnRhys， 1840-1915)は 1885年に『ケルト学講義』

(LectuJes on Celtic Philology， 1885)を出版し、多大

な影響をウヱールズに及ぼした。このウエールズ国民復

興運動が、ウエールズ語およびウエールズ文化の保存に

力を貸したのであった。

この国民復興運動の高まりのなかで、ウエールズ、語問

題に関しては、 1879年のアイステッズ、ヴォッド・カーデ

イフ大会において「単にウエールズの民族意識を強化す

るためだけでなく、英語を母国語とする学生がウエール

ズ語を学ぶのを助けるためにウエールズ語を維持するこ

との正当性」という題のエッセイが賞を得た。 1882年に

は『ウエールズ語という媒体を通した英語教育の必要性』

(The Necessi ty of Teaching Ehgl ish ThJough the Medium 

of肝lsh，1882)という影響力のある本が出版された。カ

ムロドリオンでは「ウエールズ、の小学校でウエールズ語

を教える妥当性Jという講演が 1884年に行なわれた。ま

た 1885年にはウエールズ語を守ろうとする「ウエールズ

とモンマスシャーにおける教育手段としてのウエールズ

語を活用する協会J(The Society for the Ut i 1 isat ion of 

the Welsh Language as an Instrument of Education in 

Wales and Monmouthshire)という団体が組織された。そ

の団体のウエールズ語名は「ウエールズ言語協会J

(Cymdei thas yr lai th Gymraeg)といい、英語名よりもさ

らに積極的なウエールズ語擁護の姿勢を示している。 10

ウエールズの英国国教会と地主層は英語習得の重要

性を主張した。一方、非国教系宗派はこのような流れの

なかで、ウエールズ語擁護の姿勢を明確に打ち出すこと
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ができなかった。これらの 2つのウエールズにおける学

校教育に責任を持つ団体は、ウエールズ語を存続させる

ために徹底的に戦うという気配がまったくなかった。し

かし識者の問ではウエールズ語に関して依然として激論

が交わされていた。このような状況のなか、 1887年に設

置された通称クロス委員会と呼ばれる「イングランドと

ウエールズの教育に関する王立委員会」は、教育におけ

るウエールズ語の地位の拡大を勧告した。だがウエール

ズ語を学校のカリキュラムで特殊科目として認めるとい

う好意的な勧告にもかかわらず、その実現に向けての歩

みは鈍かった。しかし 1891年に、より高度な教育基準に

達している学校ではウエールズ語は選択科目となり、

1892年には正式なカリキュラムが作られ、ウエールズ語

文法、英文ウエールズ語訳およびウエールズ語英訳、そ

して書取りの授業が行われた。さらにその後は、ウエー

ルズ詩やウエールズ語作文という科目が加わった。そし

て 1893年、ついにウエールズ語は正式科目となり、全学

年に導入された。 II

実業家、蒐集家シャーロット

シャーロットに戻る。夫ジョンが 1846年にドーセッ

ト州のウィンボーンの近くのキャンフォードに 11， 000 

エイカー(約 44.5平方キロメートル)の地所と屋敷を購

入した。これにより、ー製鉄業者に過ぎなかったゲスト

家は地主となり、彼もイギリス社会のエスタブリッシュ

メントの一員となった。ジョン自身は一代限りの準男爵

であったが、長男のイヴオールは 1880年、その地所の名

を冠したウィンボーン男爵となり、世襲貴族の仲間入り

を果たした。またその子孫は子爵となるのである。この

土地の購入はゲスト家にとって物入りではあったが、そ

れ以上の「利益j をもたらしたのであった。

1852年、健康を害したジョンに死期が近づいていた。

その時点でゲスト家は大問題を抱えていた。それは間近

に迫ったドウライス借地権更新に関する問題であった。

地主であるカーディフのビュート侯爵家が更新を認める

かどうかがゲスト家の命運を握っていた。借地権更新問

題を残したまま、 1852年 11月 26日、ジョサイア・ジョ

ン・ゲストは死去した。そのときシャーロットは 40歳で

あった。夫は 50万ポンドを残した。彼女は再婚するまで

ドウライスの不動産の受託者となった。製鉄所の権利は

5人の息子が均等に相続した。 1853年 1月 18日、 ドウ

ライスの借地権は更新され、 52年間延長された。

夫の死後、彼女はドウライス製鉄所の経営にあたった。

当時は鉄の需要が減り、製鉄業にかつての最盛期の面影

はなかった。 1847年には 172，747ポンドあったドウライ

スの利益も、 1850年には 4，000ポンドに激減し、その翌

年の 1851年には初めて損失 3万ポンドを出した。 12 そ

の後、 1858年にはマーサーの 4つの製鉄所のひとつであ

るぺナダレン製鉄所が閉鎖された。このようにシャーロ

ットがドウライスの経営を引き継いだときは、製鉄業に

とって苦難のときであったが、しかし彼女には、夫がロ

ンドンの議会に行き留守のときに製鉄所の経営にあたっ

た経験があり、また知識もあった。また、なによりも彼

女は有能であった。彼女はドウライス製鉄所を成功へと

導き、実業家としても成功したのであった。

当時は急激なインフレで物価が高騰し、個々の企業の

度重なる賃上げにもかかわらず、労働者の賃金はそれに

追いつかなかった。この物価と賃金値上げのイタチごっ

こから脱するため、彼女は他の製鉄業者を説得し、統一

賃金に同意させた。彼女はまた、賃金支給方法も改めた。

労使の聞の緊張もあった。彼女は労働者の基本的権利を

認めた。製鉄所では月曜日からの溶鉱炉の操業にあわせ

るため、日曜の夜、溶鉱炉に点火をしなければならなか

ったが、彼女は日曜には労働者に働かなくてもよい権利

を認め、月曜の朝に点火するようにした。また彼女は夜

間に鉄のパドルを積み上げる作業に、若年女性を雇うこ

とを禁止した。しかし彼女がドウライスの経営から去る

と、またいつの聞にかそれが復活された。

ジョンが死去して 24日後、シャーロットの家にチャ

ールズ・シュライパー (CharlesSchreiber， 1822-1888) 

が長男イヴオールの家庭教師としてやって来た。彼女は

イヴオールの大学入学に備えるための家庭教師を、また

入学後はイヴオールのチューターとなるべきケンブリッ

ジ大学出身の学者を捜していた。チャールズ・シュライ

パーはシャーロットよりも 10歳年下で、ケンブリッジ大

学トリニティー・カレッジのフエローであり、一時期は

国会議員でもあった。

彼女は次第にチャールズに惹かれていくとともに、製

鉄所経営に疲れ、また経営への情熱も失っていった。ま

たキャンフォードの屋敷がまもなく長男の所有になるた

め、自分の住まいを探さなければならなかった。 1854年

12月、すなわち長男イヴオールがケンブリッジの 2年生

のとき、チャールズはイヴオールのチューターを辞めた。

そして 1855年4月 10日、シャーロットはチャールズと

再婚する。夫の死後 3年目の再婚であった。彼女の子供

らはチャールズ・シュライパーを継父とは認めなかった。
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しかしシャーロットは子供らの気持ちが十分に理解でき

た。彼女自身、同様の経験を少女期に経験したからであ

った。彼女の母は夫の死後 3年で再婚し、シャーロット

はその継父には馴染めなかったからであった。

再婚を機に彼女は製鉄所の経営から身を引いた。ちょ

うどそのころゲスト家の富にも陰りが見えてきた。ドー

セットの大邸宅を相続した長男のイヴオールは、その家

を維持するために大金が必要であった。兄弟のなかには

軍隊で借金を作った者もおり、彼女はその返済の肩代わ

りをしなければならなかった。またドウライス製鉄所は

長男を喜んで迎えてはくれなかった。またその製鉄所は

設備更新のため、過剰投資を行ない、資金繰りに苦しん

でいた。

1856年の春に、シャーロットとチャールズはロンドン

郊外のローハンプトンに、 16エイカーの小牧場がついた

家を年額 550ポンドの賃料で借りた。近隣には、ヴィク

トリア朝の女流写真家ジュリア・マーガレット・キャメ

ロン OuliaMargaret Cameron， 1815-1879)の姉で、芸術

家や作家などの面倒を見ていたプリンセプ夫人が住んで

いた。このプリンセプ夫人の家で、シャーロットはホル

マン・ハント (HolmanHunt， 1827-1910)やダンテ・ガブ

リエル・ロセッティ (Dante Gabriel Rossetti， 

1828-1882)らラファエル前派の画家たちゃ文学畑の人々

と接しはじめた。 1857年4月に詩人テニスンと会ったの

も、この夫人の家であった。

彼女とチャールズはヨーロッパや中東を旅し、陶器や

磁器を蒐集し、やがて彼らはこの道の大家になった。 1884

年、夫チャールズがポルトガルを旅行中に死去すると、

彼女は蒐集した磁器をサウス・ケンジントン美術館(現

在のヴィクトリア・アンド・アルパート博物館)に寄贈

することにした。それらの収集品のなかには、イングラ

ンドで最初に生産された磁器であるボー (Bow)やチェル

シー (Che1 s ea)などの貴重なイングランド鞠器が含まれ

ていた。 1885年 11月 19日、チャールズとともに蒐集し

た一切の陶器コレクションが梱包され運び出された。そ

れを涙で見送った彼女は、"...butlammostgrateful 

that 1 have considered it a fittingmonument tomypoor 

darl ing-I feel sure i t is what he would have approved 

o f." 13と日記に記している。

その後も彼女は旅を続け、扇や古いトランプを蒐集し

続けた。 1887年には、彼女の蒐集した扇に関する書物を

書き、その後も英国やヨーロッパの扇に関する本を出版

した。 1891年にはそれらの扇を大英博物館に寄贈した。

また彼女は社会にも目を向けていた。露土戦争で難民と

なったトルコ人に援助の手を差し伸べるためのトルコ慈

善基金の活動に尽力する一方、ロンドンを走る馬車の御

者たちの休憩所を作ったロ年老いて視力が衰えたシャー

ロットは馬車を多く使うようになり、御者たちの労働環

境の改善にと、彼らが休憩や食事を取ることのできる小

さな建物を建てたのであった。

イングランドとウエールズにまたがる幅広い活躍も

さることながら、異なる分野で輝かしい業績をあげ、人

生の節目に全力で事に当たり、そのすべてにおいて非凡

な才能を発揮し、かつ偉大な成果をあげたレイディー・

シャーロット・ゲストは 1895年 1月 15日、ドーセット

のキャンフォードにある長男のイヴオール・ゲストの館

で死亡した。享年 83歳であった。タイムズ紙はシャーロ

ットの追悼記事で、蒐集家、社会福祉家としての彼女の

晩年の功績を讃えたが、今日彼女の最大の業績として知

られている『マピノギオン』翻訳に関してはなにも言及

しなかった。一方、ウエールズの新聞は、『マピノギオン』

の翻訳

を含め、彼女のウエールズでの偉大な功績を詳細に

書き留め、彼女への感謝と哀悼の意を表したのであったロ
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